
中
国
の
中
等
教
育
改
革
と
高
校
生

大
　
　
塚
、
　
　
　
豊

(
広
島
大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
)

一
、
中
等
教
育
の
概
況

中
国
で
は
、
高
校
生
も
中
学
生
も
「
中
学
生
」
と
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
h
ソ
、

わ
が
国
の
中
学
に
あ
た
る
も
の
は
　
「
初
級
中
学
(
初
中
)
」
で
あ
り
、
高
校
に

あ
た
る
も
の
は
「
高
級
中
学
(
高
中
)
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
高
等
学
校
」
と

い
え
は
、
そ
れ
は
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
五
年
制
の
小
学
校
の
上
に
三
年
制
の
初
級
中
学
が
あ
り
、
そ
の
上

に
二
年
制
の
高
級
中
学
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
四
～
五
年
制
の
大
学
が
来
る
と

い
う
の
が
、
大
ま
か
な
学
校
制
度
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
高
校
、
す
な
わ
ち
高
級
中
学
は
も
と
も
と
三
年
制
か

ら
出
発
し
た
。
そ
れ
が
、
文
化
大
革
命
に
お
け
る
毛
沢
東
の
指
示
の
ひ
と

つ
、
「
修
業
年
限
は
短
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
に
従
っ
て
、
二
年
制
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
初
級
中
学
も
文
革
中
に
は
二
年
制
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
も
と
の
三
年
制
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
中
等
教
育
は
五
年
一
貫

制
が
建
前
に
な
っ
て
お
り
、
普
通
、
一
つ
の
中
学
に
初
中
ク
ラ
ス
と
高
中
ク

ラ
ス
が
置
か
れ
る
が
、
農
村
部
な
ど
で
は
、
小
学
校
に
二
年
制
の
初
中
ク
ラ

ス
が
附
讃
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

表
一
中
国
の
各
級
学
生
数
(
一
九
七
八
年
現
在
)
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大
学
・
高
専

中
等
専
門
学
校

初
中
・
高
中

小
学
校

八
五
万
人

八
八
万
人

六
五
四
八
万
人

一
億
四
一
ハ
二
四
万
人

五
年
一
貫
制
を
建
前
と
す
る
た
め
、
授
業
科
目
は
高
中
と
初
中
で
明
確
に

分
け
る
の
は
難
し
い
が
、
一
般
に
、
中
学
段
階
で
は
、
政
治
、
国
語
、
数

学
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
外
国
語
、
歴
史
、
地
理
、
農
業
常
識
、
生
理
・

衛
生
、
体
育
、
音
楽
、
美
術
の
一
四
科
目
が
教
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
に

出
さ
れ
た
「
全
日
制
十
年
制
小
・
中
学
教
育
計
画
草
案
」
　
に
よ
れ
ば
、
中
学

で
の
一
週
間
の
授
業
時
数
(
一
単
位
時
間
は
普
通
四
五
分
)
　
は
二
八
～
二
九



で
あ
り
、
学
校
内
で
の
課
外
活
動
は
一
四
と
な
っ
て
い
る
。
年
間
ほ
ぼ
九
か

月
が
授
業
に
あ
て
ら
れ
、
五
年
間
の
総
授
業
時
数
は
四
八
六
二
と
さ
れ
て
い

る
。と
こ
ろ
で
、
高
級
中
学
と
い
う
の
は
全
日
制
の
普
通
教
育
機
関
で
あ
っ

て
、
全
日
制
の
中
等
教
育
機
関
に
は
、
こ
の
他
に
工
業
、
晨
業
、
林
業
、
医

学
、
財
政
経
済
、
体
育
、
芸
術
な
ど
、
わ
が
国
の
職
業
高
校
に
蘭
当
す
る
中

等
専
門
学
校
や
中
等
技
術
学
校
な
ど
が
あ
る
。
修
業
年
限
は
二
年
制
、
三
年

制
、
四
年
制
と
多
様
で
あ
る
。
各
分
野
の
中
で
は
、
さ
ら
に
工
業
で
二
四

二
、
農
業
で
二
五
、
林
業
で
二
、
医
学
で
二
一
、
財
政
経
済
で
三
四
、
芸

術
で
二
〇
な
ど
h
細
分
化
し
た
専
攻
が
設
け
ら
れ
て
い
る
・

中
等
専
門
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
大
き
く
言
っ
て
、
政
治
、
一
般
教

養
科
目
、
基
礎
科
目
、
専
門
科
目
に
わ
か
れ
、
専
門
科
目
は
総
授
業
時
数
の

約
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
▼
授
業
時
数
は
四
年
制
の
も
の
で
三
五

〇
〇
二
二
年
制
の
も
の
で
二
六
〇
〇
二
一
年
制
の
も
の
で
二
〇
〇
〇
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
他
、
中
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
全
日
制
で
は
な
く
、
半
労
半
学

(
半
分
働
い
て
、
半
分
勉
強
す
る
)
制
の
農
業
中
学
と
か
、
業
余
学
校
と
呼

ば
れ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
学
校
も
あ
る
。

二
、
中
等
教
育
構
造
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
種
々
の
学
校
か
ら
成
る
中
国
の
中
等
教
育
制
度

は
、
現
在
、
そ
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
が
交
さ
れ
て
い
る
。
各
種

の
中
等
学
校
の
問
に
量
的
な
ア
ソ
.
バ
ラ
ソ
ス
が
あ
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に

必
要
な
人
材
の
養
成
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
.

吉
林
省
を
例
に
と
り
、
後
期
中
等
教
育
段
階
の
就
学
者
数
を
見
る
と
、
一

九
六
五
年
に
は
、
高
級
中
学
生
は
全
体
の
四
三
・
七
%
、
中
等
専
門
学
校
・

技
術
学
校
生
は
二
八
・
八
%
、
半
労
半
学
学
校
生
は
二
五
・
五
%
と
、
比
較

的
.
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
六
五
年
に
は
書

林
省
全
体
で
八
五
校
の
高
級
中
学
が
あ
り
、
在
学
生
数
は
四
万
五
千
人
余
り

で
、
都
市
部
を
除
き
、
ほ
ぼ
各
県
に
一
校
の
高
級
中
学
な
い
し
初
中
、
高
中

を
備
え
た
完
全
中
学
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
一
九
七
八
年
に
は
、
学

校
数
は
一
九
〇
二
校
に
、
在
学
生
数
は
七
四
万
九
千
人
余
り
に
増
え
た
の
で

あ
る
。
六
五
年
に
比
べ
る
と
、
学
校
数
で
二
一
倍
強
、
在
学
生
数
で
l
六
倍

弱
と
い
う
伸
び
で
あ
る
。
卒
業
生
も
、
六
五
年
の
一
万
一
千
人
余
り
に
対

し
、
七
八
年
に
は
三
五
万
人
余
り
と
、
三
〇
倍
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

自
体
は
、
中
等
普
通
教
育
の
普
及
を
示
す
も
の
と
し
て
喜
ぶ
べ
き
数
字
な
の

で
あ
る
が
、
問
題
は
、
高
級
中
学
の
伸
び
に
比
べ
、
他
の
中
等
教
育
機
関
が

そ
れ
ほ
ど
発
展
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の

問
題
を
引
き
起
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
高
等
教
育
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
せ

い
も
あ
る
が
、
六
五
年
ご
ろ
に
は
高
級
中
学
卒
菜
生
の
三
人
に
一
人
は
大
学

に
進
学
で
き
た
の
に
、
現
在
は
三
〇
人
に
一
人
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
.

他
の
問
題
は
、
註
痕
と
の
閑
適
に
お
い
て
で
あ
る
。

例
え
は
、
長
春
地
区
で
は
、
一
九
七
八
年
に
、
中
等
学
校
卒
業
生
を
含
む

一
五
二
〇
〇
人
が
各
窺
場
に
分
配
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
中
等
専
門
学
校
や

技
符
学
校
の
卒
業
生
は
二
二
〇
〇
人
に
違
ぎ
ず
、
一
方
、
六
三
〇
〇
人
余
り

は
高
級
中
学
卒
業
生
で
あ
っ
た
.
筏
ら
は
建
窄
　
工
芸
、
財
務
、
貿
易
な
ど
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の
部
門
に
分
配
さ
れ
た
が
、
高
級
中
学
卒
業
生
は
と
く
に
各
撒
業
に
必
要
な

専
門
知
議
や
技
能
を
欠
い
て
お
り
、
仕
事
に
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
生
じ

た
の
で
あ
る
.

こ
う
し
た
問
題
を
た
正
す
る
た
め
に
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

す
間
貸
中
学
の
莞
曇
を
ヨ
度
に
抑
え
て
で
も
、
中
等
専
門
学
校
、
技
術
学
校
な

ど
の
建
設
を
促
遺
す
る
と
い
う
方
向
で
あ
る
。

三
、
あ
る
大
学
生
の
託
生
か
ら

七
九
年
九
月
六
日
付
の
r
光
明
巨
認
二
堕
一
人
の
大
学
生
の
託
生
を
報

じ
た
.
北
京
工
業
大
学
へ
の
入
学
が
決
っ
た
童
的
と
い
う
女
子
学
生
で
あ

る
.
役
女
の
こ
と
を
新
聞
が
と
く
に
取
り
上
げ
た
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の

理
由
が
あ
る
。
彼
女
こ
そ
七
三
年
に
起
っ
た
「
小
学
生
日
記
事
件
」
　
の
主
役

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
教
師
の
指
導
方
法
を
批
判
し
た
小
学
五
年
生
の
黄
肋
の
日
記
が
新

開
に
載
り
、
筏
女
は
　
「
勇
敢
に
流
れ
に
逆
ら
う
小
勇
将
」
と
し
て
称
え
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
教
師
の
地
位
け
絶
対
で
あ
り
、
そ

の
権
威
は
少
し
も
揺
る
が
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
の
　
「
師

道
尊
厳
」
と
い
っ
た
旧
い
儒
教
的
な
考
え
方
の
名
残
り
を
除
去
す
る
上
で
、

彼
女
の
行
動
は
す
ぐ
れ
た
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
行
動
に
反
対
す
る
意
見
も
聞
か
れ
た
。
例
え
ば
、
彼
女

の
日
記
が
新
開
に
載
る
と
、
内
モ
ソ
ゴ
ル
生
産
建
設
部
隊
の
三
人
の
青
年

は
、
「
王
亜
卓
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
I
.
ム
で
、
こ
の
行
動
を
い
さ
め
る
投
書
を

し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
「
批
林
批
孔
(
林
彪
を
批
判
し
、
孔
子
を
批
判
す

る
)
運
動
」
の
潮
流
の
中
で
は
、
彼
ら
は
か
え
っ
て
、
旧
い
秩
序
を
維
持
七

よ
う
と
す
る
著
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
「
四
人
組
」
が
失
脚
す
る
と
、
こ
の
事
件
は
彼
ら
に
よ

っ
て
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
不
当
に
誇
大
宣
伝
さ
れ
た
も
の
と
の
評
価
が
下
さ
れ

た
。
状
況
は
一
転
し
た
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
当
の
黄
帥
は
高

級
中
学
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
周
囲
の
日
は
彼
女
に
冷
た
か
っ
た
。
同
級
生

は
同
じ
ク
ラ
ス
に
彼
女
が
入
る
こ
と
を
い
や
が
り
、
時
に
嘲
笑
し
、
正
面
き

っ
て
彼
女
を
罵
倒
す
る
著
も
い
た
。
「
師
道
等
放
し
　
に
反
対
す
る
運
動
の
中

で
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
二
人
の
同
僚
を
も
つ
あ
る
教
師
は
、
黄
帥
の
担
任

教
師
に
そ
の
恨
み
を
本
人
に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
に
と
言
い
、
ま
た
、
学
校

で
農
村
に
農
業
を
学
ぶ
た
め
に
出
か
け
る
と
、
農
民
た
ち
は
、
黄
紬
の
た
め

に
多
く
の
青
少
年
の
風
紀
が
乱
れ
非
行
に
走
る
者
が
増
え
た
と
非
難
し
た
。

こ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
黄
帥
は
孤
独
で
あ
り
、

沈
み
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
担
任
教
師
を
中
心
と
す
る
人
々
は
、
な
ん
と

か
彼
女
を
立
ち
直
ら
せ
よ
う
と
努
力
し
た
。
周
囲
の
非
難
や
攻
撃
か
ら
は
、

彼
女
も
「
四
人
組
」
の
被
害
者
で
あ
る
と
し
て
護
り
、
他
方
、
「
日
記
事
件
」

の
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
認
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ

た
本
人
に
は
、
事
実
は
事
実
と
し
て
厳
し
く
教
育
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
彼
女
は
徐
々
に
立
ち
直
り
、
七
九
年
度
の
大

学
入
試
に
合
格
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
成
績
止
合
格
点
に
達
し
て
い

た
も
の
の
、
一
部
に
は
彼
女
の
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
に
反
対
の
者
も
あ
っ

た
と
い
う
。

た
だ
、
問
題
は
ひ
と
り
黄
帥
の
場
合
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
.
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文
革
中
に
は
、
紅
衛
兵
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
青
少
年
が
前
面
に
現

わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
文
革
の
火
の
手
が
あ
が
る
と
間
も
な

く
、
現
行
の
入
試
制
度
や
教
育
制
度
を
批
判
し
、
労
働
大
衆
や
現
実
社
会
と

教
育
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
よ
う
主
張
し
た
の
は
、
北
京
の
高
級
中
学

生
、
つ
ま
り
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
主
張
通

り
、
入
試
制
度
は
改
ま
り
、
中
等
学
校
卒
業
後
は
全
員
労
働
に
従
事
し
、
職

場
の
大
衆
に
選
ば
れ
た
者
だ
け
が
大
学
に
入
学
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
他
、
教
育
内
容
や
方
法
の
両
で
も
政
治
や
労
働
と
の
結
び
つ
き
が
強
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
「
四
人
組
」
が
失
脚
し
、
文
事
の
終
結
宣
言
が
出
さ
れ
る

と
と
も
に
、
中
国
の
教
育
は
そ
の
方
向
を
大
き
く
変
え
た
の
で
あ
る
。

四
、
「
現
代
化
」
　
の
た
め
の
諸
改
革

現
在
、
中
国
は
国
を
あ
げ
て
「
四
つ
の
現
代
化
し
、
す
な
わ
ち
、
農
業
、

工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
を
今
世
紀
中
に
現
代
化
す
る
と
い
う
目
標
に
向
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
材
養
成
を
担
う
教
育
の
分
野
で
も
、
種
々
の
試
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
重
点
学
校
の
指
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
国
の
教
育
機
関

の
質
を
一
挙
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
客
観
的
に
不
可
能
な
現
状
に
お
い
て
、

い
く
つ
か
の
拠
点
校
の
施
設
・
設
備
や
教
員
の
質
を
ま
ず
充
実
す
る
こ
と
を

ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
重
点
学
校
は
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
、
い

ず
れ
の
レ
ベ
ル
に
も
存
在
し
、
ま
た
中
央
の
教
育
部
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る

も
の
と
、
地
方
の
教
育
行
政
部
門
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。

中
等
学
校
で
は
、
天
津
南
開
中
学
や
上
海
節
範
大
学
附
属
二
中
な
ど
数
校
が

中
央
の
教
育
部
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
制
度
は
元
来
文
革
前
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
文

革
中
は
エ
リ
ー
ト
主
義
教
育
の
温
床
に
な
る
と
し
て
停
止
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
重
点
校
と
い
え
ど
も
罷
る
こ
と
は
戒
め
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
の
他
の

学
校
も
徐
々
に
重
点
校
に
な
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の

の
、
人
材
の
効
率
的
な
養
成
の
た
め
に
は
、
と
り
あ
え
ず
格
差
も
仕
方
が
な

い
と
い
う
政
策
意
図
な
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
七
七
年
か
ら
は
全
国
統
一
の
大
学
入
試
が
復
活
し
た
こ
と
も
あ

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
文
革
中
に
は
大
学
へ
の
応
募
条
件
と
し

て
全
員
に
課
さ
れ
て
い
た
一
定
期
間
の
労
拗
経
験
も
必
ず
し
も
課
さ
れ
な
く

な
っ
た
。
高
級
中
学
か
ら
直
接
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
直
接
入
学
す
る
者
の
割
合
は
、
七
七
年
の
場
合
、
定

員
の
二
～
三
割
と
さ
れ
た
が
、
七
九
年
に
は
六
六
%
強
と
増
加
し
て
い
る
。

大
学
人
学
者
選
抜
方
法
の
変
更
は
、
苺
に
高
等
教
育
内
部
の
問
題
で
は
な

く
、
一
般
に
、
教
育
内
容
な
ど
中
等
以
前
の
設
育
全
殻
に
与
え
る
影
害
は
甚

大
で
あ
る
。
中
国
で
も
、
こ
の
こ
と
は
あ
て
は
ま
る
。
大
学
受
誤
と
い
う
目

前
の
目
標
を
す
え
ら
れ
た
高
級
中
学
の
教
育
は
、
い
き
お
い
こ
の
日
捺
の
み

に
日
が
向
く
よ
う
に
な
っ
た
・
そ
れ
が
い
か
な
る
状
態
で
あ
る
か
は
・
丑
菅

の
最
高
衰
任
者
で
あ
る
蓑
育
㍍
長
が
そ
の
行
き
遺
ぎ
を
警
告
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
容
易
に
見
て
と
れ
る
。

一
方
、
高
等
教
育
の
投
会
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
七
九
年
の
川
票
口
、
全
目
の
四
六
八
万
人
の
受
談
若
の
う
ち
、
大
学
入
学

許
可
に
な
?
た
の
は
約
二
七
万
人
で
あ
っ
た
。
貴
争
串
は
約
一
七
倍
で
あ
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る
。
ま
た
、
同
一
年
齢
層
に
占
め
る
大
学
進
学
者
の
割
合
は
一
%
強
と
さ
れ

る
。
穴
く
べ
き
狭
き
門
な
の
で
あ
る
.

ま
た
、
大
学
入
試
が
再
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
初
扱
中
学
、
高
技
中
学
へ

の
入
学
に
際
し
て
も
試
験
が
実
三
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
.
例
え
は
、
上
良

市
の
笥
合
、
七
九
年
に
は
二
二
万
の
初
中
卒
業
生
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち

約
八
詔
が
講
読
に
合
格
し
、
高
級
中
学
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
中
等
敦
育
、
高
等
丑
膏
と
も
入
学
試
験
が
重
視
さ
れ
る
一

方
、
平
素
の
丑
青
で
は
、
文
革
で
低
下
し
た
と
い
あ
れ
る
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
第
一
の
日
襟
と
な
っ
て
き
た
.
そ
の
た
め
の
措
定
の
ひ
と
つ
が
能
力

別
ク
ラ
ス
胃
戌
で
あ
る
.

例
え
ば
、
北
京
市
第
一
中
学
で
は
、
高
中
一
年
生
の
学
力
に
つ
い
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
.
三
八
〇
人
の
生
徒
の
中
で
、
授
菜
に
つ
い
て
い
け
る
者
は
四

分
の
一
し
か
な
く
、
四
分
の
二
の
生
徒
は
初
中
二
～
三
年
相
当
の
水
準
で
あ

り
、
残
り
四
分
の
一
に
つ
い
て
は
、
国
語
力
が
小
学
校
三
年
生
程
度
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
能
力
別
受
フ
ス
霜
成
は
∵
J
う
し
た
学
力
程
度
の
き
わ

め
て
大
き
な
.
バ
ラ
ツ
キ
に
対
処
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

①
生
徒
本
人
が
自
発
的
に
申
し
出
て
、
②
父
兄
が
同
意
し
、
③
学
年
と
学
級

で
審
査
し
、
承
認
す
る
　
ー
　
と
い
う
手
順
が
と
ら
れ
、
「
快
」
　
「
中
」
　
「
慢
」

と
い
う
三
段
階
の
ク
ラ
ス
が
掃
成
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
侵
窪
」
、
つ
ま
り
進
度
の
遅
い
ク
ラ
ス
は
、
学
力
程
度
の
低

い
生
徒
を
切
り
捨
て
た
り
蔑
視
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
現
在

の
基
礎
学
力
に
立
っ
て
、
わ
か
ら
な
け
れ
ば
繰
り
返
し
教
え
、
普
通
の
授
業

進
度
に
徐
々
に
追
い
つ
か
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
た
め

に
、
と
く
に
教
授
能
力
の
優
れ
た
教
師
が
配
置
さ
れ
た
.
こ
の
結
果
は
良
好

で
あ
り
、
「
慢
斑
」
　
の
中
か
ら
も
「
三
好
学
生
」
　
(
身
体
も
、
勉
強
も
、
仕
事

ぶ
り
も
優
れ
た
模
石
生
)
　
に
選
ば
れ
る
生
徒
が
現
わ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
位
、
優
秀
な
人
材
を
早
期
に
発
見
す
る
方
法
と
し
て
、
例
え
ば
全
国

数
字
コ
ソ
ク
ー
ル
と
い
っ
た
も
の
も
試
み
ら
れ
た
.
こ
れ
も
文
革
前
に
実
施

さ
れ
て
い
た
も
の
が
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
七
八
年
五
月
に
実
施
さ
れ
た

際
に
は
、
各
地
で
の
予
選
に
は
高
中
生
を
中
心
と
す
る
二
〇
数
万
人
が
参
加

し
た
。
予
選
を
通
過
し
た
三
五
〇
人
の
問
で
さ
ら
に
決
勝
が
行
わ
れ
、
最
終

的
に
五
七
人
の
成
績
侵
秀
者
が
選
ば
れ
た
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
無
試
験
で

大
学
.
に
入
学
で
き
る
資
格
を
与
え
ら
れ
た
。
数
学
コ
ソ
ク
ー
ル
は
七
九
年
に

も
惟
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
学
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
い
た
ず
ら
に
生
徒
の
競
争

心
を
あ
お
る
と
し
て
、
行
政
当
局
の
中
で
も
そ
の
効
果
を
疑
問
視
す
る
向
き

も
あ
る
。
さ
ら
に
.
先
述
し
た
能
力
別
ク
ラ
ス
編
成
も
問
題
が
あ
る
と
し

て
、
例
え
は
上
海
市
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
や
り
方
を
改
め
る
と
こ
ろ
も
出

て
来
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
化
の
需
要
に
応
じ
る
た
め
の
種
々
の
改

革
は
、
一
部
は
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
に
あ
る
と
い
う
て
よ
い
。

五
、
ひ
と
つ
の
作
文
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

上
海
市
に
あ
る
敬
業
中
学
の
高
中
一
年
の
ク
ラ
ス
.
で
、
国
語
担
当
の
李
先

生
は
、
新
学
期
の
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
過
に
、
生
徒
に
作
文
の
課
題
を
与
え

た
。
「
四
人
組
」
が
打
倒
さ
れ
た
喜
び
の
場
面
と
か
、
一
家
団
欒
の
情
景
と

か
、
何
か
一
つ
の
場
面
を
き
め
、
テ
ー
マ
は
各
自
で
自
由
に
選
ん
で
よ
い
と
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い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
の
あ
る
作
文
が
か
な
り
の
議
論

を
ま
き
起
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
　
「
乞
食
」
と
い
う
題
で
、

あ
る
生
徒
が
大
晦
日
の
夜
、
一
家
で
食
事
を
し
た
後
、
映
画
を
見
よ
う
と
繁

華
街
に
出
か
け
、
そ
こ
で
一
人
の
乞
食
の
周
り
に
集
ま
っ
た
人
だ
か
り
を
見

つ
け
た
時
の
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(
前
略
「
…
こ
し
の
乞
食
は
見
た
と
こ
ろ
田
舎
の
婦
人
の
よ
う
で
、
胸
に

は
一
歳
に
も
満
た
な
い
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
生
命
を
抱
き
、
道
路
に
座
り

込
ん
で
い
た
。
「
哀
れ
な
、
哀
れ
な
私
で
す
。
右
や
左
の
旦
那
様
、
ど
う

か
お
恵
み
を
…
1
・
し
。
彼
女
は
た
ぶ
ん
声
が
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

形
容
L
が
た
い
、
か
細
い
窯
え
声
で
、
周
り
の
人
に
し
き
り
に
京
顧
し
て

い
た
。
彼
女
は
薄
い
単
物
を
身
に
ま
と
い
、
.
フ
ル
プ
ル
霞
え
な
が
ら
、
や

せ
細
っ
た
両
手
を
人
々
に
向
っ
て
差
し
出
し
て
い
た
。
人
々
の
中
に
は
彼

女
に
い
く
は
く
か
の
金
や
食
物
を
与
え
る
者
も
た
び
た
び
あ
っ
た
が
、
そ

ん
な
時
、
彼
女
の
眼
に
は
、
こ
れ
ら
の
善
意
の
人
々
に
対
す
る
感
謝
の
気

拝
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

僕
は
見
続
け
た
く
は
な
か
っ
た
。
挨
ま
じ
り
の
一
陣
の
北
風
が
買
正
面

か
ら
吹
き
つ
け
、
僕
は
た
ち
ま
ち
目
の
前
に
何
か
広
い
も
の
を
感
じ
た
。

大
光
明
映
画
館
か
ら
出
て
き
て
も
、
映
画
の
筋
は
機
の
貢
の
中
に
は
思

い
浮
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
耳
元
に
は
ぼ
ん
や
り
と
、
「
哀
れ

な
、
哀
れ
な
…
…
お
恵
み
を
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
の
だ
っ
た
。
振
り

向
く
と
、
r
大
光
明
」
と
い
う
三
字
の
ネ
オ
ソ
サ
イ
ソ
が
臼
に
入
っ
た
.

で
も
、
心
の
中
で
は
ひ
そ
か
に
、
「
大
光
明
な
ん
て
い
っ
て
も
、
少
し
も

光
明
な
ん
か
あ
り
や
あ
し
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
。

こ
の
作
文
を
書
い
た
の
は
、
態
度
も
よ
く
、
努
力
家
で
、
規
則
も
よ
く
守

り
、
・
教
師
を
尊
敬
し
、
服
装
も
質
素
と
い
う
模
範
的
な
生
徒
で
あ
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
を
し
た
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
李
先
生
ほ
、
こ
の
作

文
に
表
わ
れ
て
い
る
社
会
生
活
の
消
極
的
な
面
が
青
少
年
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
考
え
、
こ
の
作
文
が
含
ん
で
い
る
問
題
は
孤
立
し
た
も
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
一
般
性
を
も
つ
も
の
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
こ
の
作
文

に
つ
い
て
生
徒
た
ち
に
討
論
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
生
徒
た
ち
の
意
見
は
大
き
く
言
っ
て
二

つ
に
分
れ
た
。
一
つ
は
、
こ
の
作
文
の
視
点
は
正
し
く
な
い
と
す
る
も
の

で
.
「
な
ぜ
伝
や
か
な
南
京
路
の
活
気
に
あ
ふ
れ
た
場
面
は
書
か
な
い
で
、

酷
い
片
隅
の
乞
食
を
書
く
の
か
」
、
「
少
し
も
光
明
な
ん
て
あ
り
は
し
な
い
と

い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
し
な
ど
で
あ
っ
た
。
別
な
意
見
は
、
「
テ
ー
マ
は

非
常
に
深
刻
」
、
「
題
材
は
生
活
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
、
「
題
材
は
新
顔
で
、

場
面
の
括
写
も
実
際
の
状
況
に
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
し
な
ど
で
あ
っ
た
.
ま

た
.
こ
の
作
文
を
書
い
た
生
徒
本
人
も
発
言
し
、
「
こ
の
作
文
は
思
想
解
放

の
結
蓑
だ
。
も
し
四
人
組
の
賃
岩
が
ま
か
り
迫
っ
て
い
た
時
代
な
ら
、
こ
の

竃
の
文
章
は
書
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
L
と
這
べ
た
.

李
先
生
は
、
生
徒
た
ち
の
意
見
を
要
約
し
た
の
ち
、
琵
自
身
の
考
え
を
次

の
よ
う
に
述
べ
た
.
す
な
わ
ち
、
乞
食
を
作
文
の
福
村
と
し
て
取
り
上
げ
る

の
は
よ
い
.
し
か
し
.
問
題
l
ミ
　
こ
の
作
文
が
「
乞
食
に
な
っ
た
こ
と
の
原

田
し
、
つ
ま
り
、
r
四
人
紐
し
の
珪
壕
の
結
果
な
の
か
、
そ
れ
と
も
自
然
災
雲

の
生
み
だ
し
た
も
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
点
れ
ず
、
単
に
同
情
を
軍
雪
し
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か
も
、
「
光
明
な
ん
か
あ
り
は
し
な
い
」
と
い
う
、
ま
っ
た
く
筋
の
通
ら
な

い
籍
論
に
達
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
つ
の
作
品
を
評
価
す
る
に
は
、
二
つ

の
某
輩
が
あ
る
.
芸
符
的
な
基
準
と
政
治
的
基
準
と
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の

均
合
も
、
政
治
的
芸
準
が
ま
ず
使
先
す
る
.
こ
の
作
文
の
文
章
は
任
れ
て
い

る
.
し
か
し
.
政
治
的
芸
事
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
　
1
支
流
」
を
「
本
流
」

と
見
な
し
、
「
蕾
分
」
を
「
全
体
」
と
見
な
し
て
、
間
違
っ
た
効
果
を
.
も
た

ら
し
て
い
る
.
従
っ
て
、
こ
の
作
文
に
合
格
点
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
い

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
.

し
か
し
、
生
徒
の
中
に
は
、
こ
の
説
明
に
納
得
し
な
い
者
も
い
た
。
そ
し

て
、
試
論
は
学
校
の
党
関
係
者
や
地
区
の
教
育
局
ま
で
参
加
す
る
も
の
へ
と

莞
戻
し
た
。
師
範
大
学
の
政
治
教
育
の
専
門
家
が
招
か
れ
、
中
国
の
生
産
力

の
低
さ
や
四
人
組
時
代
の
経
済
破
壊
な
ど
、
社
会
主
義
国
の
中
国
に
も
乞
食

が
存
在
す
る
原
因
の
分
析
も
含
め
て
、
生
徒
た
ち
に
対
す
る
指
導
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
そ
の
後
こ
の
作
文
問
題
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
を
書
か
せ

た
と
こ
ろ
、
暗
い
面
だ
け
を
見
て
明
る
い
両
を
見
な
い
の
は
誤
り
だ
と
か
、

明
を
い
面
を
伸
ば
す
よ
う
に
努
力
す
べ
き
だ
と
い
っ
た
模
範
的
な
茎
早
ば
か

り
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
作
文
問
題
に
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
生

徒
の
問
の
価
値
基
準
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
中
国
の
高
校
生
の
内
面
ま
で
推
し
測
る
こ
と
は
到
底
で
き
そ
う
に

な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
生
徒
の
問
の
価
値
観
の
動
揺
は
、
文
革
期
と
そ
れ
以

後
の
社
会
の
問
に
見
ら
れ
る
断
層
の
よ
う
な
も
の
が
、
徽
妙
に
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昨
日
ま
で
の
価
値
は
も
は
や
通
用
し
な
い
と
い
っ

た
状
況
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ
て
き
た
中
等
教

育
改
革
の
進
展
は
、
そ
う
し
た
急
激
な
諸
変
化
の
う
ち
で
も
、
.
と
く
に
彼
ら

高
校
生
に
と
っ
て
は
最
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
中
に
は
問
題
が
な
く
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
現
代
化
の
要
請
に
応
え
る
と
い
う

大
前
提
の
下
に
、
急
速
に
推
し
進
め
ら
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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